
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０２５年７月

高円宮杯第７７回全日本中学校英語弁論大会京都府予選大会 開催要項

主
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援

特別協賛
協

　　　

賛

読売新聞社、日本学生協会ＯＮＳＡ）基金

外務省、文部科学省、
東進ハイスクール・東進衛星予備校

日本テレビ放送網、ぺんてる、ワールド・ファミリー、国際ソロプチミスト東京－東、他

１

　　　

目 的
本大会は、国際性豊かな青少年を育てるために、国際語である英語を熟達させるとともに、広くその普及を

図り、日本文化の

　

発展ならびに国際親善に寄与することを目的とする。

２

　　　

実

　

施

　

要

　

項

①

　

実施方法 動画審査を行い、中央大会の決勝予選大会の出場者を本大会の上位３名とする。
参加者はスピーチ動画（５００ＭＢ 以下、ファイル形式は「，ｍｐ４」「，ｍｏｖ」「，ｗｍｖ」に限る）をスマートフオン等で

撮影し、指定期間内に所定の投稿サイト（ｈｔｔｐｓ：／／ｊｎｓａ垣ｎｄ．ｏｒｇ／ｊｏｉｎ／ｖｉｄ－ｐｒｅ〃 ）にアップロードするこ

と。
審査結果は、１０月上旬までに紙面で発表する。

②

　

動画投稿期間

　

２０２４年９月１日（月）～９月１０日（水）
③

　

参加 資格 （１） 京都府内の中学校またはそれに相当する中学校に在籍する生徒で、学校長が推薦した者。ただし、

　　　　　　　　　

下記（ａ）～（ｄ）に該当する者は参加できない。当該学校長が推薦の際、事実関係を確認の上、下記

　　　　　　　　　

（ａ）～（ｄ）に抵触しないことを証するものとする。

　　　　　　　　

｛ａ｝満５歳の誕生日以後に、通算１年以上または継続して６か月以上、英語圏（＊）に居住した者。

　　　　　　　　

（ｂ） 日本国内、海外を問わず、英語以外の教科に関し、実態として英語による教育を行っている学校

　　　　　　　　　　

（アメリカン・スクール、インターナショナル・スクール、または教育科目の半分以上を英語で行っ

　　　　　　　　　　

ている学校を含む）に６か月以上在籍したことのある者。インターナショナル幼稚園はこれに含ま

　　　　　　　　　　　

なし、。

　　　　　　　　　

（ｃ） 保護者または同居親族に、英語を母語とする者もしくは英語圏（＊）出身の者がいる場合。

　　　　　　　　

（ｄ）過去に本大会の中央大会にて１位～３位までに入賞した者。

　　　　　　　　　　

（＊）「英語圏」とは、英語を（ア）第一言語、（イ）公用語、または（ウ）公用語に準ずる言語として使

　　　　　　　　　　

用する国・地域をいい、その一覧は右記の高円宮杯ホームページを参照のこと。

　　　　　　　　　　　　

ｈｔｔｐｓ：／／ｉｎｓａ穐ｎｄ．ｏｒｇ

（２） 上記の条項に違反して出場した場合、失格とする。
（３） 個別事案における参加資格の有無について、最終的な判断の権限は日本学生協会（ＪＮＳＡ）基金に

帰属する。
④

　

応募形式 （１） 規定の高円宮杯参加申込書（都道府県大会・中央大会共通）に弁論原稿（Ａ４サイズ１枚手書き不

　　

可）２部を添えて郵送またはメールで提出し、所定のサイトにスピーチ動画をアップロードする。

　　

動 画撮影・投稿 時の 注意 事 項は、ホームペ ージ（ｈｔｔｐｓ：／／ｊｎｓａ飽ｎｄ．ｏｒｇ／ｊｏｉｎ／ｖｉｄ－ｐｒｅ〃ｖｉｄ－ｎｏｔｉｃｅ ）

　　

を参照すること。
（２） 論題 ： 自由

　　

弁論内容は生徒自身の意見・主張を英語でまとめた未発表のものとする。ただし、今年度の高円

　　　

宮杯関連大会で

　

発表したものはこの限りではない。瓢窃は厳に禁止する。引用はそれとわかる表

　　　

現で明示する。これらに違反した

　

場合、失格とする。生成 ＡＩにより作成された弁論では応募でき

　　　

ない。

（３） 制限時間 ： ５分（超過した場合は減点とする） ※容量 ：５００ＭＢ以下

（４） 著作権 ： 京都府大会参加生徒の弁論の著作権は主催者に帰属する。
（５） 参加は各学校２名までとする。
２０２５年９月１０日（水）必着

【書類】〒６０４－８１６２

　

京都市中京区烏丸通六角下る七観音町６３０

　

読売新聞京都総局「英語弁論大会」

メーノレ

　

ｋｙｏｔｏ＠ｙｏｍｉｕｒｉ．ｃｏｍ

【動画】ホームページに記載する動画投稿サイトへアップロードする。

⑥

　

応募締切期日
⑥

　

提

　

出

　

先



※投稿サイトのアドレスは提出期間前に公開する

⑦ 参

　

加

　

費

　

な

　

し

⑧

　

審 査 方 法

　　　

３つの観点（内容、英語力、表現）から審査する。特に内容を重視する。

⑨

　

禁止 事項 （１） マイクなどの音声機器は使用しない。
（２） 視覚に訴える道具の使用及び過度な演出・演技は禁止する。
（３） 演壇の前及び横に出てスピーチをすることは原則禁止とする。ただし、身体的理由等でやむをえない

　　

場合は考慮する。
（４） 上記（１）、（２）、（３）の条項に違反した場合は審査委員の合議により減点対象となる場合がある。

３

　　　

表

　　　　

彰

①

　

京都府予選大会上位３名を表彰し、賞状などを贈呈する。
②

　

入賞者中の上位３名が決勝予選大会の参加資格を得る。ただし、京都府代表は１校から１人とする。上位に同一校の生

　　

徒が入賞した場合、そのうち上位の者のみが中央大会参加資格を獲得し、次点の他校生徒が繰り上がって京都府代

　　

表となる。この規定で３位以内に入賞しながら中央大会に出場できなかった生徒には「名誉賞」を与え、大会後の記念

　　

レセプションに招待する。この場合、交通費などを自己負担とする。

４

　　　

中

　

央

　

大

　

会

①

　

決勝予選大会

　

２０２５年１１月２６日（水），２７日（木）午前９時３０分～

②

　

決 勝 大 会

　

２０２５年１１月 ２８日（金）午前１０時３０分～

赤坂区民ホール（東京都港区）

有楽町よみうりホール（東京都千代田区）

　

問い合わせ先

①

　

動画投稿に関する問い合わせ

② その他の問い合わせ

読売新聞東京本社 事業局

　

事業戦略センター

　

社会貢献事業室

〒１００－８０５５

　

東京都千代田区大手町１－７‐Ｉ

Ｔ

　

Ｅ

　

Ｌ ： ０３‐３２１６‐８５９８

Ｍ ＡＩＬ： ｊｄａｉ＠ｙｏｍｉｕｒｉ．ｃｏｍ

読売新聞京都総局
〒６０４‐８１６２

　　

京都市中京 区烏丸通六角下る七観音町６３０

Ｔ

　

Ｅ

　

Ｌ ：０７５‐２３１‐１１１Ｉ

Ｍ ＡＩＬ：ｋｙｏｔｏ＠ｙｏｍｉｕｒｉ，ｃｏｍ


